
款 3 項 1 目 1 事業 12

係名

31

1 年度 目標 5 施策 31
計画
事業 3

(1)

(2)

(1)

(2)

1 日

2 件

3 人

4 人

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

0

9,041

0

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

0

人
件
費

1,229,333

7,376

（内）非常勤職員分

0その他の
補助金等

都からの
補助金等

0.00.0

7,376 8,665 7,827

財
源

0

0

8,909

受益者負担分

0.0

0

0.0

0

10,685

0

0

総事業費
（5+11+12+13）

0

0

5,798

8,909

0

0

0

0

0

00

6,960

275

常勤職員数 0.65

5,655

0

0.00

（内）常勤職員分

00

5,785 5,655

452,050 445,450

6,319

0

9,041

1,237,857

0 0

8,665

0

534,250

0

1,304,500

7,827

○区民一人ひとりが、平和都市宣言の趣旨を理解し、戦争
の悲惨さや平和の尊さに対する認識を深め、世界の恒久平
和に寄与する。

成果指標名（2)

6

○平和のつどいの実施
○平和のためのポスター絵画コンクールの実施
○北朝鮮拉致被害者家族支援
○平和への意識の啓発を図る

228

3,256

0

700

算定式・指標
の説明等

0

平成25年度　杉並区事務事業評価表（1）
整理番号

庶務係
昨年度
整理番号

事務事業名

区民生活部管理課担当部課名

平和事業の推進 64

65

118.7

実績

12

7

700

成果指標名（1)

903 700

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

831

700

803

610

活動指標（2）

単位
22年度

20

計画
区分

根拠
法令
等

杉並区平和都市宣言

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区民、関係団体、民間団体

後援名義等使用件数

平和のためのポスター絵画コンクール応募者
数

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

連絡先
電話番号

予算事業区分

3755

実績

6

平和のつどいへの参加者数

25年度
計画

30.0

活動指標名（式）

平和のつどい開催日数

上位施策No・施策名 交流と平和、男女共同参画の推進

算定式・指標
の説明等

23年度

内部管理

700700

6

事業開始

646

0.00
0.00

0.65

214

0

0.10

0.71

50.0

3,450

計画（目標値）に
対する24年度の
達成率（%）

20

12

20

12

2,172

830

0.65

0.00 0.00
0

事業費

380

1,578

0

235

00

7

0

施設維持管理

12

活動指標（1）

2,346

実績

3,254

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

0 0 0

0.0

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

340

（内）再任用職員分

再任用職員数

0.65

0

0.0

700

10,685

0

0.80

0.00

24年度予算執行率（%）

24年度

既定事業

特記事項

100.0

66.7

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）実行計画事業 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

回

回

回

）

1,139

内　　　容

その他（

事業費（千円）

（1）主な取組み
93

平和都市宣言から25周年を迎え、8月1日に平和市長会議に加盟しました。平和のためのポスター絵
画コンクールについては、区内20校・831人の応募があり、展示会を行いました。北朝鮮拉致被害者家
族支援については、区役所でパネル展を開催し、さらに2所の地域区民センターのイベントでパネル展
示を行いました。また、24年度は平和教育授業に関するゲストティーチャーを区立小学校3校に派遣
し、生徒に戦争・被爆体験談を伝える授業を実施しました。

0

評価と課題

456

戦争体験者の高齢化が進んでいるため、戦争の惨禍を風化させずに平和の尊さを次の世代に語り継
ぐ必要があります。

1

平和事業の連携啓発

2
4
年
度
の
事
業
実
施
状
況

平和のためのポスター絵画コンクール 484

昭和63年3月30日に「杉並区平和都市宣言」を行い、25周年を迎えましたが、新たに策定された基本
構想・総合計画等を踏まえ、区民の豊かな生活と活動の基盤となる平和な社会の実現を目指していく
ため、国内外の都市との連携が必要不可欠と予測されます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成25年度　杉並区事務事業評価表（2）　　　　　

2

規模

3

（2）事業実績
（協働、行革の取組
みがあれば記入）

北朝鮮拉致被害者家族支援

区の平和事業の礎である「杉並区平和都市宣言」に謳われている「平和ゆえの幸せを永遠に希求し、
次の世代に伝えよう」を念頭においた、「平和教育授業」に関するゲストティーチャーの派遣を23年度
から区立小学校で行い、区内の平和関連団体との協働・連携のもと「平和を希求する心を育む」、「次
世代に戦争の悲惨さを伝える」ことを今後も継続し、さらに区立中学校へも拡大していくよう推進してい
きます。

原水禁署名運動発祥の地として、平和都市宣言自治体として、平和の尊さの啓発に取り組んでいって
ほしい旨の要望がありました。

平和のつどい（8月・3月）

64整理番号

今後の予測

平成25年３月で「杉並区平和都市宣言」から25周年の節目を迎えたことから、25年度には記念事業として式典の開催や展示
を実施し、「平和都市宣言」にある「次の世代に伝えよう」を原点として、今後もさらに、若年層を中心に「戦争の悲惨さ、平和の
大切さ」を伝えていく取組を推進していきます。また、国連や世界の多くの都市と連携し国際的な規模で核兵器廃絶を目指
し、平和を希求する区の姿勢を国内外に示していくために24年8月1日に加盟した「平和市長会議」への参加を通じて、区内
外に区の取組をＰＲします。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 3 項 1 目 1 事業 13

係名

31

3 年度 目標 5 施策 31
計画
事業 4

(1)

(2)

(1)

(2)

1 回

2 個

3 ％

4 個

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

14,983

男女共同参画推進区民懇談
会の開催回数が予定より少な
かったため。

0

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

0

人
件
費

1,437,143

10,060

（内）非常勤職員分

0その他の
補助金等

都からの
補助金等

0.00.0

10,060 14,879 16,097

財
源

0

0

15,075

受益者負担分

0.0

0

0.0

0

12,634

0

0

総事業費
（5+11+12+13）

0

0

8,920

15,075

0

0

0

0

0

00

11,310

0

常勤職員数 1.57

13,659

0

0.00

（内）常勤職員分

00

8,900 12,180

2,497,167 5,025,000

11,570

0

14,983

0 0

14,879

0

2,526,800

0

5,365,667

16,097

○男女平等や男女共同参画についての理解を深めます。
○男女共同参画行動計画を着実に実行します。

成果指標名（2)

7

○男女共同参画意識の啓発
○「杉並区男女共同参画行動計画」の策定、推進
○区民懇談会で男女共同参画についての区民意見集約

2,312

6,083

0

5,000

算定式・指標
の説明等

0

平成25年度　杉並区事務事業評価表（1）
整理番号

男女共同・犯
罪被害者支援

昨年度
整理番号

事務事業名

区民生活部管理課担当部課名

男女共同参画の推進 65

66

40.0

実績

4,000

0

39

成果指標名（1)

5,000 5,000

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

2,000

40

1,800

38

活動指標（2）

単位
22年度

6

計画
区分

杉並区男女共同参画推進区民懇談会設置要綱

根拠
法令
等

男女共同参画社会基本法

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区民、職員、各主管課

啓発品作成数

啓発品配布数

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

連絡先
電話番号

予算事業区分

3756

実績

3

審議会等における女性委員の登用数

25年度
計画

100.0

活動指標名（式）

男女共同参画推進区民懇談会の開催数

上位施策No・施策名 交流と平和、男女共同参画の推進

算定式・指標
の説明等

23年度

内部管理

3440

2,000

事業開始

36

0.00
0.00

1.40

50

0

0.000.00

1.30

40.0

1,324

計画（目標値）に
対する24年度の
達成率（%）

5

5,000

3

5,000

2,438

5,000

1.00

0.00 0.00
0.00

事業費

4,162

1,140

0

2

00

5,000

0

施設維持管理

5,000

活動指標（1）

3,309

実績

2,895

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

0 0 0

0.0

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

51

（内）再任用職員分

再任用職員数

1.00

0

0.0

37

12,634

0

1.30

0.00

24年度予算執行率（%）

24年度

既定事業

特記事項

85.0

84.2

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

冊

個

回

）

内　　　容

その他（

事業費（千円）

（1）主な取組み
200

「杉並区男女共同参画行動計画」の改定に際しては、区民意見を反映させた実効性のある計画とする
ため、男女共同参画推進区民懇談会で意見を伺いながら男女共同参画推進会議・幹事会において
検討を重ねてまいりました。
「男女共同参画都市宣言」15周年を踏まえ、記念事業（講演会とミニコンサート）を10月に開催しまし
た。

653

評価と課題

1,285

　審議会等における女性委員の登用数の増（平成5年　27.7％　→　平成25年　34.3％）など、女性の
社会進出は確実に進んでいますが、今後も男女共同参画社会の実現にますます力を入れていく必要
があります。
また、ＤＶに関する社会的な関心が高まるなかで、ＤＶ相談件数は増加（平成14年度　212件　→　平
成24年度　331件）しており、意識啓発や被害者に対する支援が、ますます必要となってきています。

1
2
4
年
度
の
事
業
実
施
状
況

男女共同参画都市宣言15周年記念事業 300

女性の社会進出はさらに進み、男女を問わず、ともに自分らしい生き方ができ、あらゆる年代において
仕事と子育てや介護、地域活動などが両立できる男女共同参画社会の実現が求められます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成25年度　杉並区事務事業評価表（2）　　　　　

各600

規模

2,000

（2）事業実績
（協働、行革の取組
みがあれば記入）

啓発用品の作成・購入等

新たな行動計画では課題ごとに成果指標を設けました。この指標に基づき、定期的に進捗状況調査を
行ってまいります。男女が対等な立場で互いを認め合い、女性も男性もすべての個人が「支えあい共
につくる」自立した主体として、喜びも責任も分かち合い、その個性や能力を十分に発揮できる男女共
同参画社会の実現に向けて、行動計画に基づく取組を推進してまいります。

行動計画改定に際して行ったパブリックコメントでは、「誰もがわかりやすく理解しやすい計画とする。」
「ワーク・ライフ・バランスを充実させる。」「ＤＶ被害者に対する対応を充実させる。」など、57件の意見が
寄せられ、デートＤＶへの対策を新たに盛り込むなど修正を加えました。

杉並区男女共同参画行動計画策定（行動計画・概要版の作成）

65整理番号

今後の予測

行動計画には、保健福祉、産業振興、まちづくり、教育等、幅広い分野の取組が盛り込まれているため、総合調整を行う推進
体制が必要です。このため、庁内推進組織である「男女共同参画推進会議」のもと、必要な調整を図るとともに、職員の意識
を高めることで男女共同参画に関する総合的な取組を推進していきます。
また、成果指標等の数値目標を踏まえ、事務事業の推進状況調査を毎年実施、公表し、区民懇談会での意見を取り入れて
今後の取り組みの改善につなげていきます。計画期間の終盤では「男女共同参画に関する意識と生活実態調査」などを行い
区民生活の中での男女共同参画の進捗状況を確認します。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 3 項 1 目 1 事業 14

係名

31

9 年度 目標 5 施策 31
計画
事業 4

(1)

(2)

(1)

(2)

1 回

2 日

3 人

4 件

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

既定事業

特記事項

109.0

93.5

0.0

322

27,141

0

0.40

0.00

24年度予算執行率（%）

24年度

（内）再任用職員分

再任用職員数

1.00

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

17,380

1,475 1,540 0

0.0

0

0

306

0

施設維持管理

306

活動指標（1）

19,399

実績

21,164

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

1.00

0.50 0.50
0.00

事業費

17,395

20,213

0

16,980

0

100.0

20,911

計画（目標値）に
対する24年度の
達成率（%）

12

305

15

304

19,787

350

17,231

0.00
0.00

1.30

16,525

0

1.000.00

1.30

上位施策No・施策名 交流と平和、男女共同参画の推進

算定式・指標
の説明等

23年度

内部管理

327300

305

事業開始

連絡先
電話番号

予算事業区分

3756

実績

15

区民向け啓発講座受講者の延べ人数

25年度
計画

100.0

活動指標名（式）

講座の開催回数

杉並区立男女平等推進センター登録団体使用取扱
要綱

根拠
法令
等

杉並区立男女平等推進センター条例

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区内在住・在勤・在学者、区内
女性団体・グループ、男女平等
推進センターを利用する個人・
団体

女性相談の日数

配偶者等からの暴力についての相談件数

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

287

活動指標（2）

単位
22年度

15

計画
区分

成果指標名（1)

292 350

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

331

300

302

区民生活部管理課担当部課名

男女平等推進センターの運営 66

67

94.6

実績

305

10

300

0

平成25年度　杉並区事務事業評価表（1）
整理番号

男女共同・犯
罪被害者支援

昨年度
整理番号

事務事業名

○男女共同参画社会づくりに関する情報等の提供や、講座等の開
催により、意識啓発を図ります。
○女性団体等が講座等の企画運営に携わることにより、積極的な
地域活動や団体育成を促進します。
○女性相談者に対して、問題解決のための適切な指導・助言を行
い、快適な生活を送るための手助けをしていきます。

成果指標名（2)

10

○男女共同参画の推進を目的とした啓発講座等の開催
○男女共同参画に関する情報の収集・発信、区内の女性団
体等の育成・交流の支援
○女性相談員による男女共同参画に関する相談の実施
○男女平等推進センターの維持管理

16,185

21,262

0

350

算定式・指標
の説明等

0 0

30,969

0

2,261,750

0

2,073,133

31,097

8,900 11,310

2,113,467 2,164,933

11,570

0

31,702

3,096,900

3,480

2,750

常勤職員数 1.30

11,310

0

0.00

（内）常勤職員分

00

0

8,920

32,474

0

0

0

0

0

00

総事業費
（5+11+12+13）

0

受益者負担分

0.0

0

0.0

0

27,141

0

0

0.00.0

30,608 30,969 31,097

財
源

0

0

32,474

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

0

人
件
費

3,060,800

30,608

（内）非常勤職員分

0その他の
補助金等

都からの
補助金等

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

0

31,702

0

0

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

日

日

講座

）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

ＤＶ相談の増加を踏まえ、区としても被害者支援を強化していく必要があります。相談から緊急一時保護、自立までの切れ目
のない支援を、福祉事務所等との連携により実現するとともに、区民にとっても対応窓口をわかりやすいものとするため、配偶
者暴力相談支援センターの機能整備について検討を進めていきます。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

相談業務委託

66整理番号

施設保守管理委託

平成24年度、男女平等推進センター講座では若いママ、パパ等を対象とした講座を開催し好評を得る
ことができした。今後も多くの区民に楽しく講座に参加してもらい、その中から男女共同参画を自らの生
活に密着した問題ととらえ、考えるためのきっかけづくりとしてもらうことが大切です。
また、ＤＶ相談、ＤＶ被害者支援については、福祉事務所等他部署と連携した対応を行っていきます。

　区民向けの男女共同参画啓発講座では、男性も気軽に参加できるものを実施してほしいとの要望が
あります。また、相談業務に関しても、男性の相談も受け付けてほしいという要望があり、性別にかかわ
らず受け付けるようにしました。また、ＤＶ相談の充実を求める声も多くなっています。

相談室に寄せられる相談は若い女性の結婚に関する悩みから高齢者の家庭内の問題、男性からの相
談など広い領域からの悩み事が寄せられるようになっており、相談員の資質の向上が求められます。
また、配偶者からの暴力は社会問題化しており、被害者の立場に立った切れ目のない対策を講じてい
く必要が高まっています。

事業開始当初から
現在までの変化

平成25年度　杉並区事務事業評価表（2）　　　　　

305

規模

305

情報誌発行、維持管理経費等

（2）事業実績
（協働、行革の取組
みがあれば記入）

2,538

6

評価と課題

10,000

DVに関する社会的な関心の高まりなどを受けて、顕在化していたＤＶ被害者からの相談が増加してい
ます。（平成14年度　212件→　平成24年度　331件）
　区民向けの男女共同参画啓発講座では、新しいＮＰＯ法人などからの企画の応募も増えており、今
後の団体の活動が期待されます。

講座の開催

2
4
年
度
の
事
業
実
施
状
況

光熱水費 758

5,109

区内で活躍する団体に講座の企画・運営を委託して実施しました。当初は５講座を予定していました
が、予定より多い６講座15回実施しました。区民の男女共同参画の啓発のみならず、団体に委託する
ことで、団体の育成も目的としています。平成24年度は、若い年代の区民を対象とした講座も実施さ
れ、幅広い年代の区民の意識啓発を行うことができました。相談事業についても、幅広い年代の方た
ちの身近な相談窓口となっています。

（1）主な取組み

1,382

内　　　容

その他（

事業費（千円）

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 3 項 1 目 2 事業 3

係名

31

元 年度 目標 5 施策 31
計画
事業 1 2

(1)

(2)

(1)

(2)

1 人

2 人

3 人

4 人

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

0

37,979

0

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

0

人
件
費

12,630

35,920

（内）非常勤職員分

0その他の
補助金等

都からの
補助金等

0.00.0

35,920 38,385 41,538

財
源

0

0

40,049

受益者負担分

0.0

0

0.0

0

42,994

0

0

総事業費
（5+11+12+13）

0

0

28,722

40,049

0

0

0

0

0

00

25,926

2,750

常勤職員数 3.30

28,710

2,750

1.00

（内）常勤職員分

3,9303,930

26,522 25,926

11,509 12,136

28,925

2,750

37,979

15,047

0 0

38,385

0

13,028

0

43,089

41,538

○文化・スポーツ・経済等、多様な分野での交流を行う。
○市民レベルの交流を行い、友好親善を深める。
○多文化との共生の実現に向け、相互理解を深める。

成果指標名（2)

2,844

○交流自治体（北海道名寄市、群馬県東吾妻町、ウイロ
ビー市（オーストラリア）、ソウル市瑞草区（大韓民国）等）の
代表団の受入、区代表団の派遣
○交流自治体が区民を対象に行う生産物即売等各種事業
の支援
○他課・他団体が行う交流事業への支援

2,052

8,377

0

2,000

算定式・指標
の説明等

0

平成25年度　杉並区事務事業評価表（1）
整理番号

交流推進担当
昨年度
整理番号

事務事業名

区民生活部文化・交流課担当部課名

国際・国内交流の推進 68

70

106.1

実績

1,943

2,551

1,200

成果指標名（1)

3,257 2,200

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

2,334

1,000

2,197

1,099

活動指標（2）

単位
22年度

3,300

計画
区分

国外友好都市（ウイロビー市・瑞草区）との交流協定

根拠
法令
等

国内友好都市（名寄市・東吾妻町）との交流協定

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区内在住、在勤、在学

国内交流事業参加者数

国際・国内友好都市との交流事業参加者数

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

連絡先
電話番号

予算事業区分

1697

実績

964

友好都市訪問者数・来訪者数

25年度
計画

29.2

活動指標名（式）

国際交流事業参加者数

上位施策No・施策名 交流と平和、男女共同参画の推進

算定式・指標
の説明等

23年度

内部管理

1,6061,200

3,914

事業開始

542

1.00
1.00

2.98

704

0

1.001.00

3.25

156.6

10,388

計画（目標値）に
対する24年度の
達成率（%）

3,300

2,500

3,300

2,500

6,148

2,200

3.22

1.00 1.00
1.00

事業費

2,821

4,248

0

659

00

2,391

0

施設維持管理

2,200

活動指標（1）

6,380

実績

7,443

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

2,950 3,080 3,080

0.0

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

777

（内）再任用職員分

再任用職員数

2.98

0

0.0

1,441

42,994

3,930

2.98

1.00

24年度予算執行率（%）

24年度

既定事業

特記事項

133.8

82.6

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

回

回

）

内　　　容

その他（

事業費（千円）

（1）主な取組み
1,031

・国内交流では、交流自治体の首長が一堂に会し、今後の災害時支援のあり方等について意見交換
を行う「交流自治体スクラム会議」を危機管理室と連携して行いました。また、10月13日、14日に開催し
た「杉並区８０周年まつり」の中で、国内7交流自治体参加の合同物産展を開催し、物産販売を通じた
経済交流や観光ＰＲを行いました。
・国際交流では、スポーツ振興課と連携して、台湾台北市、南相馬市、杉並区による中学生親善野球
大会を開催し、次代を担う中学生がスポーツ（野球）を通じた国際交流を行いました。

4,470

評価と課題

647

　平成元年に東吾妻町（旧吾妻町）、名寄市（旧風連町）との交流がスタートし、その後は、災害時相互
援助協定等の締結を契機に小千谷市、北塩原村、南相馬市、青梅市と交流を行っています。更に２３
年度～２４年度で武蔵野市、忍野村、南伊豆町との交流がスタートしました。従来の儀礼的な交流から
物産展やバスツアーのなど区民交流や経済的な交流を軸とした民々の交流に力を入れています。海
外では、オーストラリア・ウィロビー市や韓国・ソウル特別市瑞草区との青少年交流等を行っていて、そ
れぞれの交流都市との周年事業も行っています。

2
4
年
度
の
事
業
実
施
状
況

・交流自治体の物産展や物産あっ旋を通じ、特産品を紹介・販売することで、交流自治体の認知度の
向上と交流自治体からは、杉並区での販路拡大の期待が高まることが予測されます。
・交流自治体が拡大することに伴い、物産展の希望数が増えるため、年間スケジュールの調整が課題
となってくることが予測されます。
・景気低迷が続く中で、大消費地である杉並区との経済的交流を求める自治体が増えることが予測さ
れます。
・国際交流では、ウィロビー市や瑞草区と今後の交流の促進について、多角的な協議を行っていく必
要があります。

事業開始当初から
現在までの変化

平成25年度　杉並区事務事業評価表（2）　　　　　

27

規模

7

友好都市等交流事業ほか

（2）事業実績
（協働、行革の取組
みがあれば記入）

国内交流自治体訪問

　杉並区のような都市部の自治体は、農水産物の生産を地方の自治体に依存し、それを基盤に都市
での消費生活が成り立っていますが、地方の自治体は自然や環境に恵まれている一方で、都市部へ
の人口流失と過疎化に悩まされています。このような都市と地方が抱える課題に対し、お互いが補い合
い共存していくことが大切となっています。
　その具体例として、交流自治体が行う物産展は、特産品の産地直送販売や規格外商品の低価格販
売などで、生産者と消費者が互いに有益な交流の機会となっています。

　交流自治体が区役所で行っている野菜などの物産販売は、毎回、完売や完売に近い状況が多いこ
とから、産地直送による交流自治体農産物の人気の高さが反映されています。
　交流協会が実施しているバスツアーには、高齢者を中心に多くの参加があり、また、リピーターとして
繰り返し参加する人が多くなっています。
　都会では難しい交流自治体における自然体験での交流を進めて欲しいとの要望があります。

友好都市等親善訪問団受入れ

68整理番号

今後の予測

　国内外の交流自治体との多様な交流事業を通じて、相互理解と交流の輪を広げていきます。
　交流自治体が拡大する中で、文化・風土が異なる交流自治体の若手職員等が一堂に会し、「交流自治体フォーラム」を開
催して、将来の地域間交流のあり方を議論・共有し、交流自治体間の緊密な協力関係の構築と信頼を深めていきます。
　交流自治体が物産販売をする機会を増やすことができるように区内で開催されるイベントの情報収集を図ります。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 3 項 1 目 2 事業 4

係名

31

年度 目標 施策
計画
事業

(1)

(2)

(1)

(2)

1 人

2 回

3 人

4 人

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

既定事業

特記事項

76.2

100.0

0.0

470

41,295

3,930

1.00

1.00

24年度予算執行率（%）

24年度

（内）再任用職員分

再任用職員数

0.02

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

0

0 0 0

0.0

0

0

112

0

施設維持管理

100

活動指標（1）

26,335

実績

27,248

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

0.02

0.00 0.00
0.00

事業費

0

25,622

0

0

0

160.9

28,665

計画（目標値）に
対する24年度の
達成率（%）

150

110

150

110

27,248

1,500

0

0.00
0.00

0.02

0

0

0.000.00

0.02

上位施策No・施策名 交流と平和、男女共同参画の推進

算定式・指標
の説明等

23年度

内部管理

457600

177

事業開始

連絡先
電話番号

予算事業区分

3055

実績

184

協会会員数

25年度
計画

122.7

活動指標名（式）

ボランティア登録数

根拠
法令
等

杉並区交流協会補助金交付要綱

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区民、交流団体

事業回数

事業参加者

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

566

活動指標（2）

単位
22年度

140

計画
区分

成果指標名（1)

1,590 1,500

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

1,653

600

1,331

区民生活部文化・交流課担当部課名

杉並区交流協会助成 69

71

110.2

実績

95

145

600

0

平成25年度　杉並区事務事業評価表（1）
整理番号

交流推進担当
昨年度
整理番号

事務事業名

○国際交流の推進による多文化共生が構築されています。
○国内交流において市民レベルの草の根交流が活発に行
われています。
○交流協会が交流事業のコーディネーターとして十分な機
能、役割を担っています。

成果指標名（2)

○杉並区交流協会に対し、交流事業が円滑に行えるように
補助金を交付する。

0

28,005

0

1,300

算定式・指標
の説明等

0 0

26,513

0

275,300

0

222,875

41,009

178 174

201,307 182,813

178

0

28,183

182,848

8,700

0

常勤職員数 1.13

9,831

0

1.00

（内）常勤職員分

3,9300

0

178

27,422

0

0

0

0

0

00

総事業費
（5+11+12+13）

0

受益者負担分

0.0

0

0.0

0

41,295

0

0

0.00.0

25,800 26,513 41,009

財
源

0

0

27,422

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

0

人
件
費

25,800

（内）非常勤職員分

0その他の
補助金等

都からの
補助金等

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

0

28,183

0

0

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

・現在、魅力ある交流協会を目指し、現行事業の見直しや新規事業を実施など質の充実を図っており、また会員数の増加を
図る取り組みも行っております。
・コミュかるショップの販売品目の見直しや接遇改善など、店内の雰囲気を変えていき集客力アップを図っていきます。
・交流自治体物産展と連携して特産品フェアを開催するなどコミュかるショップの売り上げアップを図っていきます。
・在住外国人支援事業については、年間で様々な事業を行っていますが、今後も在住外国人の増加が予想されることから、
外国人相談の充実など質の充実を図っていきます。
・交流協会における地震等災害発生時の外国人への支援について、リーフレット等で情報提供手段の充実を図っていきま
す。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

交流協会助成

69整理番号

・コミュかるショップは、平成24年4月から土曜日閉店しており、交流協会が区から運営管理を委託され
てから７年を経過してきている中で、コミュかるショップの運営方法の見直しが必要となっています。
・区の外郭団体として、区にはない蓄積されたノウハウや企画力を発揮し、様々な特色ある交流事業を
実施しており、多くの区民から更なる事業の充実が期待されています。
・多文化共生時代に対応し、国際交流の分野では、在住外国人が地域の一員として、様々な活動に
参加が出来るように、支援していく必要があります。

・多文化共生時代の進展に対応し、行政による在住外国人を対象とした施策が乏しい現状をカバーす
るために、交流協会が実施している様々な在住外国人支援事業への期待が高まっています。
・交流協会の事業（イベント）を通じて、世界各国の人々と交流したり、馴染みのない国の言語・歴史・
文化等を知ることが出来たとの声が寄せられています。

・交流協会は、交流自治体へのツアー（被災地応援ツアー等）を実施して、訪問先の交流自治体や参
加者から好評を得ています。今後もこのようなツアーの継続実施を望む声が多く寄せられると予測され
ます。
・現在、交流協会の事業案内の「交流ニュース」や「ニュースレター」のほかＳＮＳ等を活用したＰＲを
行っているため、ウェルカムパーティなど、若い世代の参加者が増加しており今後もこの状況が続くこと
が予測されます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成25年度　杉並区事務事業評価表（2）　　　　　
規模

（2）事業実績
（協働、行革の取組
みがあれば記入）

0

評価と課題

27,248

平成3年に設立され、同5年に国際交流協会として財団化、12年には財団を廃止し、文化振興協会と
統合という変遷を経て、18年に現在の組織となっています。現在は、従来の行政主導の交流から民々
交流へ転換していくうえで調整を担う役目があります。また、国際化が進展する中、在住外国人支援事
業を実施する中心的な組織となっています。

2
4
年
度
の
事
業
実
施
状
況

・東日本大震災の被災地支援を目的に北塩原村と南相馬市へ一般区民が訪問する「福島県応援ツ
アー」を実施し、68人の参加者に北塩原村の自然体験と南相馬市の復興状況を見てもらいました。
・海外文化セミナーでは、インドネシアを取り上げ、インドネシア国立大学講師の講演のほか舞踊、音
楽の披露、料理の試食などを行い、168人の参加者にインドネシアの文化等を知ってもらいました。
・外国人相談は、24年度から区政相談課に相談窓口を移し、「外国人サポートデスク」として、週2回
（毎週月、金曜日）開設しました。

（1）主な取組み

内　　　容

その他（

事業費（千円）

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し
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